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パル地震を引き起こした活断層について
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0.178°S, 119.840°E 

深さ10km 

Mw 7.5

Yeats (2012)
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Bellier et al. (2001)

Palu-Koro断層
slip rate 35±8 mm/年

M6.0 本震約3時間前



衛星によって捉えられ
た活断層の動き 
国土地理院の 

干渉SAR解析結果



現地地質調査所が約5ｍの左横ずれ変位を確認



震源断層は約160km．左横ずれで，8割以上は陸域

断層のズレによって 
津波を引き起こせる部分



Dr. HallのLinkedInのサイトより
10 km



Balaroa地区

Petobo地区

液状化危険度マップ



White et al. (2017)

スラウェシ島の地質図

Balaroa地区

Bellier et al. (2001)

大規模液状化・ 
地すべりが 
発生した地区



パル地震から学ぶこと

地震調査研究推進本部地震調査委員会資料より

Tappin et al., 2014

横ずれ活断層でも地震動による海底地
すべりで津波が生じる可能性がある 


